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仏全1991年9月1日

　
　
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
を
要
賄

　
本
年
度
も
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
「
首
相
及

び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
」
を
要
請
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
去
る
七
月
二
十
三
日
、
左
記
の
よ

う
な
要
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
本
会
が
過
去
十
回
に
わ
た
り
「
靖
国
神

社
法
案
」
、
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
に
反
対
の
声
明

を
発
表
し
て
き
た
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
信
教
の
自
由

に
関
す
る
委
員
会
（
安
原
晃
委
員
長
）
が
、
理
事
長

に
答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
止
の
要
請

　
本
会
は
、
過
去
十
回
に
わ
た
り
、
　
「
靖
国
神
社
法

案
」
、
首
相
及
び
閣
僚
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」

に
対
し
て
、
反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
靖
国
神
社
が
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合

祀
の
対
象
と
し
た
戦
没
者
を
神
霊
と
し
て
祀
る
神
社

で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神

社
に
首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め

る
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
背
反

す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
は
、
こ
れ
ら
の
憲
法
の
規
定
こ
そ
、
今
日
の

平
和
な
日
本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
も
う
一

度
思
い
起
こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
没
者
の
追
悼
は
、
各
国
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
真

実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
、
ま
も
な
く
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
が
ま
い
り
ま
す
が
、
首
相
及
び
閣
僚

が
、
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
行
わ
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
　
　
一
九
九
一
年
七
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
白
川
良
純

　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
海
部
俊
樹
殿

　
本
会
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、
左
記
の
よ
う
な
「
国
宝
、
重
要
文
化
財

の
保
護
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
、
去

る
七
月
二
十
六
日
、
白
川
良
純
全
仏
理
事
長
名
で
、

自
由
民
主
党
文
教
部
会
、
文
教
制
度
調
査
会
、
文
教

局
へ
提
出
し
た
。

　
　
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策

　
　
　
　
　
　
　
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
・
文
化

の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
永
く
子
孫
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保
存
管

理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
窮
迫
し
た

財
政
状
態
等
に
よ
り
保
存
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
化

財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
文
化
財
の
保
存
管
理

事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、
次
の
よ
う
な
各
項
目
に
つ

い
て
格
別
の
財
政
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
切
に
要

望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実

　
一
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・
防
災

　
二
、
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備

　
三
、
文
化
財
保
護
施
設
の
整
備

　
四
、
伝
統
技
術
の
保
存
・
振
興

○
仏
門
（
大
）

○
仏
旗
（
中
）

○
仏
旗
（
小
）

○
手
旗

○
法
輪
顧

た
て
蜘
㎝
よ
こ
㎜
㎝
四
五
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
七
、

た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
＝
二
、

た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
α
m
　
入
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
燭
㎝
一
〇
、

○
○
○
円

○
○
○
円

O
O
O
円

○
○
○
円

○
O
O
円

お
申
し
込
み
は
全
口
本
仏
教
会
財
務
部

一2一

　脚己こ「鴨㌔ビfr

　　　　－　　Li
　〔　　－F　’



1991年9月1日仏全

第
十
三
回
「
業
・
施
陀
羅
問
題
」
研
究
会

　　

垬
@
宗
と
同
和
推
進
十
年
の
歩
み

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問

　
本
会
の
同
和
委
員
会
が
主
催
す
る
、
　
「
業
・
栴
陀

羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
、
去
る
入
月
七
日
午

後
一
時
か
ら
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
十
三
回
目
を
迎
え
た
こ
の
研
究
会
だ
が
、
今
回
か

ら
は
各
部
の
同
和
委
員
自
身
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派

の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
日
は
日

蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
の
長
谷
川
正
徳
師
と
曹

洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務
局
長
の
伊
東
俊
彦
師

か
ら
、
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
長
谷
川
師
は
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

（
伊
東
師
の
発
表
は
次
号
で
掲
載
の
予
定
）

　
我
々
に
と
っ
て
は
、
一
乗
妙
法
と
い
う
統
一
的
真

理
の
も
と
、
存
在
す
る
も
の
の
一
如
平
等
を
説
く
法

華
経
の
教
え
か
ら
い
っ
て
、
部
落
問
題
を
よ
く
学
習

し
、
そ
の
差
別
撤
廃
に
む
か
っ
て
実
動
す
る
こ
と
は
、

現
代
に
お
け
る
重
要
な
宗
教
的
使
命
の
一
つ
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
こ
そ
自
己
の
信
仰
を
よ
り
強
盛
な

も
の
と
す
る
道
で
も
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
し
か
し
こ
の
認
識
は
日
蓮
宗
内
に
充
分
に
徹
底
し

た
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
活
発
な
実
動

　
　
　
　
　
長
谷
川
　
正
徳

を
よ
ぶ
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
去
る
昭
和
五
十
半
年
の
定
期
宗
会
に
お
い
て
、
日

蓮
宗
は
同
和
推
進
の
件
を
決
議
し
た
。
そ
こ
で
全
て

の
人
間
の
平
等
と
尊
厳
の
た
め
、
同
和
問
題
を
強
く

推
進
す
る
と
う
た
い
あ
げ
た
が
、
実
務
機
能
的
に
対

応
す
る
た
め
の
機
関
な
ど
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
宗
務
当
局
は
昭
和
五
十
七
年
、
差
別
と
み
ら
れ
る

戒
名
、
墓
石
、
過
去
帳
、
文
書
、
儀
式
作
法
な
ど
の

調
査
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
宗
会
決
議
を
受
け
て
、
昭

和
五
十
入
塾
に
同
じ
項
目
で
二
回
目
の
調
査
を
行
っ

た
。
と
こ
ろ
が
回
収
率
も
低
く
、
判
然
と
し
た
調
査

結
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
元
年
度
に

第
三
回
目
の
調
査
を
実
施
。
数
件
の
問
題
と
思
考
さ

れ
る
墓
石
、
戒
名
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
目
下
実

地
調
査
中
で
あ
る
。

　
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
に
お
い
て
は
、
研
究
、

調
査
の
重
要
対
象
と
し
て
同
和
問
題
を
取
り
上
げ
、

研
究
と
実
動
の
た
め
の
諸
種
の
文
献
や
参
考
書
な
ど

を
整
備
し
、
充
実
の
た
め
努
力
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
に
、
宗
務
院
内
に
日
蓮
宗
人
権

問
題
対
策
会
議
が
編
成
さ
れ
、
現
代
宗
教
研
究
所
、

教
務
部
、
綜
合
企
画
部
と
連
携
し
て
「
人
権
会
議
」

を
運
営
し
、
同
和
問
題
を
中
心
と
す
る
人
権
問
題
全

て
に
対
処
を
開
始
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
人
権
問
題
対
策
会
議
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
、

「
人
権
シ
リ
ー
ズ
」
の
刊
行
が
あ
り
、
　
『
人
間
の
尊

厳
と
法
華
思
想
』
、
　
『
部
落
解
放
へ
の
道
』
が
、
す

で
に
全
住
職
、
教
師
の
手
元
に
配
布
ず
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
日
蓮
宗
は
昭
和
六
十
年
、
教
学
に
関
す
る

重
要
事
項
の
審
議
決
定
や
、
教
学
研
修
に
関
す
る
企

画
立
案
及
び
指
導
を
任
務
と
す
る
「
勧
学
院
」
な
る

機
関
を
設
置
し
た
。
こ
の
勧
学
院
で
、
宗
務
総
長
の

諮
問
を
受
け
、
目
下
、
法
華
経
に
み
ら
れ
る
旛
陀
羅

蔑
視
や
、
断
章
的
に
指
摘
さ
れ
る
差
別
的
表
現
の
問

題
、
業
の
問
題
等
が
学
問
的
に
研
究
、
論
議
が
開
始

さ
れ
、
進
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
勧
学
院
は
年
一
回
東
京
で
中
央
教
学
研
修
会

を
開
い
て
い
る
が
、
毎
年
同
和
・
人
権
問
題
の
講
座

を
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
十
宗
務
区
で
地
方
教
学
研

修
会
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
も
同
和
問
題
の
講
座
は
重

要
講
義
の
一
つ
と
な
っ
て
定
着
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
三
年
度
よ
り
、
宗
内
の
全
て
の
教
育

機
関
、
研
修
会
な
ど
で
同
和
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
、
去
る
七
月
十
九
日
、
宗
務
院
全
職
員
に
よ

る
研
修
が
手
始
め
に
開
催
さ
れ
た
。
信
行
道
場
、
布

教
研
修
所
、
鼠
子
学
寮
、
布
教
院
等
に
逐
次
同
和
問

題
講
座
が
開
設
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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1
中

　
本
会
税
務
委
員
会
で
は
、
加
盟
各
都
道
府
県
仏
教

会
を
対
象
に
、
　
「
法
人
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
た
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
最
近

の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
法
人
運
営
に
も
新
た

な
問
題
が
惹
起
し
て
来
て
い
る
事
が
予
想
さ
れ
、
委

員
会
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
も
ふ
ま
え
、
今
後
の
税
務

対
策
の
一
助
と
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

去
る
六
月
二
十
入
日
に
、
本
年
度
の
第
一
回
税
務
委

員
会
が
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
中
間
発
表
が
行
わ
れ
れ
た
。

　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
先

本
会
加
盟
各
都
道
府
県
仏
教
会
　
三
十
五
仏
教
会

　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
仏
教
会
　
　
十
四
仏
教
会

1
、
県
仏
独
自
の
税
務
対
策
が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ピ

ー
し
て
ご
送
付
下
さ
い
。

　
①
二
つ
の
市
仏
教
会
は
、
全
寺
院
が
法
人
会
に
加

入
し
て
お
り
、
年
間
四
～
五
回
の
研
究
会
・
勉
強
会
・

講
習
会
・
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。
県
仏
独
自
と

し
て
は
無
い
。

　
②
県
仏
と
し
て
は
税
務
委
員
会
を
作
る
予
定
だ
が
、

各
市
下
等
で
は
税
務
委
員
会
が
構
成
さ
れ
対
策
を
し

て
い
る
。

　
　
　
間
　
　
発
　
　
表
1

　
③
県
仏
の
継
続
事
業
の
一
環
と
し
て
、

士
に
委
嘱
し
て
、
個
別
指
導
し
て
い
る
。

務
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

④
『
会
報
』

士
を
紹
介
し
て
い
る
。

顧
問
税
理

ま
た
、
税

に
仏
教
会
会
員
の
税
理
士
及
び
弁
護

　
⑤
年
度
総
会
に
国
税
局
の
専
門
官
を
招
い
て
、
宗

教
法
人
の
税
務
に
関
す
る
実
務
講
習
を
二
年
に
一
回

程
度
開
催
し
て
い
る
。

　
⑥
税
務
委
員
会
と
い
う
組
織
を
作
っ
た
が
、
対
策

は
無
い
。

1
1
、
税
務
当
局
よ
り
の
照
会
書
、
調
査
書
、
お
尋
ね

文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ピ
ー
し
て
ご
送
付
下
さ

い
。
　
①
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
調

査
用
紙
へ
、
調
査
開
始
と
同
時
に
年
間
の
葬
儀
数
・

収
入
、
法
事
の
数
・
収
入
、
付
届
け
総
収
入
、
そ
の

旧
す
べ
て
年
間
収
入
の
総
計
を
記
入
さ
せ
ら
れ
、
直

ち
に
回
収
さ
れ
た
が
、
突
然
の
事
で
苦
心
し
た
。
ど

の
よ
う
に
回
答
を
出
す
か
態
度
を
調
べ
ら
れ
た
様
子

で
あ
る
。

　
②
毎
年
会
計
報
告
を
求
め
ら
れ
、
総
代
責
任
役
員

の
認
印
を
要
求
さ
れ
る
。

　
③
税
の
説
明
会
を
毎
年
十
二
月
中
旬
に
行
う
通
知

の
み
で
あ
る
。

m
、
税
務
調
査
に
関
し
て
納
得
の
い
か
な
か
っ
た
点

や
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
具
体
的
に
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

　
①
調
査
初
日
「
現
在
現
金
は
い
く
ら
あ
る
か
」
と

尋
ね
ち
れ
、
返
事
を
し
た
ら
、
　
「
お
金
の
あ
る
場
所

へ
案
内
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
案
内
し
た

ら
、
近
く
の
物
を
い
ろ
い
ろ
指
摘
さ
れ
、
引
出
し
を

一
つ
総
て
中
身
を
調
べ
ら
れ
た
。
立
ち
入
り
調
査
は
、

地
方
税
務
の
調
査
で
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古

い
通
帳
、
保
険
証
書
な
ど
が
全
部
入
れ
て
あ
り
ま
し

た
。
小
さ
な
メ
モ
ま
で
一
応
記
録
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
②
駐
車
場
か
ら
の
利
益
か
ら
、
代
表
役
員
の
給
料
　
　
↑

を
五
％
以
上
は
不
可
と
い
う
事
に
は
納
得
出
来
な
い
。
　
一

檀
施
が
少
し
で
、
公
益
か
ら
三
十
％
は
多
い
と
言
う

事
で
追
税
さ
れ
た
。

　
③
宗
教
法
人
の
行
事
に
お
い
て
、
檀
信
徒
か
ら
寄

付
を
求
め
た
時
、
宗
教
法
人
か
ら
出
し
た
金
に
つ
い

て
も
寄
付
行
為
と
し
、
個
人
所
得
と
認
め
る
と
の
回

答
有
り
、
納
得
い
か
な
い
。

　
④
過
去
帳
の
問
題
が
有
る
よ
う
で
す
。
税
務
調
査

官
言
く
、
　
「
過
去
帳
よ
り
帳
面
を
見
た
方
が
早
く
調

査
が
出
来
る
」
と
の
こ
と
。

　
⑤
ま
だ
当
直
で
は
、
過
去
帳
閲
覧
を
要
求
す
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
法
人
通
帳
へ
課
税
さ
れ
て
い

る
。

マ匹
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長
谷
川
顧
問
弁
護
士
に
聞
く

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
（
前
頁
）
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ど

ん
な
こ
と
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
「
お
寺
に
対
す
る
税
務
調
査
・
指
導
の
強
化
が
始

ま
っ
て
、
も
う
十
年
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
各
寺
院

の
税
務
当
局
へ
の
対
応
の
や
り
方
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
、
少
な
く
と
も
目
に
見
え
る
形
で
は
、
変
化

し
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、

都
道
府
県
仏
教
会
の
単
位
で
、
税
務
当
局
と
や
り
合

う
こ
と
の
困
難
さ
を
、
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」

一
最
近
の
税
務
調
査
の
現
場
で
、
何
か
新
し
い
問

題
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
小
規
模
住
宅
に
土
地
を
貸
す
場
合
、
地
代
が
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
合
計
の
三
倍
以
内
だ
と
、

法
人
税
が
か
か
ら
な
い
、
つ
ま
り
収
益
事
業
と
み
な

さ
れ
な
い
と
い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
ね
。
三
年
前
、

東
京
都
は
条
例
で
都
市
計
画
税
の
税
率
を
下
げ
た
わ

け
で
す
。
た
だ
こ
れ
は
一
時
的
な
措
置
だ
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
改
正
前
の
税
率
の
三
倍
以
内
の
地

代
だ
っ
た
ら
、
収
益
事
業
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
説

明
を
し
て
き
ま
し
た
。
税
務
署
の
多
く
も
、
当
時
は

混
乱
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
で
い
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
、
国
税
庁
は
、
実
際
の
税
率

で
計
算
し
て
三
倍
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
統
一
見
解
を
き
め
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
東
京
都
は
、
こ
の
都
市
計
画
税
の
軽
減
措

置
を
さ
ら
に
延
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
後
は
、
税
務
調
査
を
受
け
た
時
点
で
、
地
代
が
現

行
税
率
の
三
倍
を
超
え
て
い
る
と
、
課
税
さ
れ
る
可

能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
の
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
も
し
三
倍

を
超
え
そ
う
な
お
寺
で
あ
れ
ば
、
地
代
を
値
下
げ
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
現
状
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
お
寺
に
入
る
地

代
が
、
税
金
分
だ
け
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

1
そ
の
他
、
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
最
近
、
税
務
当
局
は
、
航
空
写
真
を
使
っ
て
特

に
建
物
の
新
築
な
ど
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。
あ

る
お
寺
で
は
、
茶
室
を
建
て
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
宗

教
施
設
で
な
い
と
い
う
理
由
で
、
建
物
と
境
内
地
に

固
定
資
産
税
が
か
け
ち
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

寺
の
茶
室
は
明
ら
か
に
宗
教
施
設
で
す
。
そ
こ
で
異

義
申
し
立
て
を
行
い
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
」

1
土
地
に
関
す
る
法
律
は
、
近
い
将
来
、
改
正
さ

れ
る
と
い
う
話
し
も
聞
き
ま
し
た
が
。

　
「
借
家
借
地
法
の
改
正
案
が
、
現
在
、
国
会
で
審

議
中
で
、
ま
も
な
く
通
過
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
土
地
を
貸
そ
う
と
お
考
え
の
　
　
ト

お
寺
は
、
法
律
が
改
正
さ
れ
た
後
の
ほ
う
が
、
有
利
　
　
一

だ
と
思
い
ま
す
」

一
住
職
に
対
す
る
退
職
金
は
、
現
金
で
な
く
、
例

え
ば
、
宗
教
法
人
の
土
地
を
個
人
名
義
に
書
き
替
え

る
な
ど
と
い
う
方
法
で
支
払
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　
「
そ
れ
は
可
能
で
す
。
そ
の
土
地
の
価
格
に
見
合

う
金
額
に
対
し
、
現
金
の
場
合
と
同
じ
率
で
税
金
は

か
か
り
ま
す
が
」

1
最
近
刊
行
さ
れ
た
「
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺
の

経
理
」
の
反
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
お
か
げ
様
で
、
順
調
に
売
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
儲
け
が
出
る
ほ
ど
で
は
な
い
よ
う
で
す

が
」

．
一
．
偏
り
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「
臨
調
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
中
間
意
見
」
　
　
　
内
容
は
、

と
そ
の
「
（
別
丁
）
意
見
書
」
（
い
わ
ゆ
る
小
数
意
見
）

の
全
文
を
読
ん
だ
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
各
界
有
識

者
の
感
想
を
新
聞
紙
上
に
、
あ
る
い
は
雑
誌
上
に
発

表
さ
れ
た
も
の
を
読
ん
だ
。
・
そ
の
上
で
い
く
つ
か
の

点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
（
資
料
は
『
医
療
九

一
』
八
月
号
　
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
刊
を
主
と

し
た
）

　
こ
の
中
間
意
見
は
全
体
を
六
章
に
分
け
、
そ
の
中

を
全
体
で
一
九
節
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
い

わ
ゆ
る
小
数
意
見
の
「
別
添
意
見
書
」
が
一
二
項
に

分
け
て
付
さ
れ
て
い
る
。

中野　東禅師

②

　
　
　
　
　
こ
の
問
題
の
も
つ
全
体
像
を
混
乱
な
く

整
理
し
て
い
る
点
で
は
努
力
が
よ
く
わ
か
る
。
紙
面

の
都
合
上
、
そ
の
中
で
重
要
な
認
識
を
と
り
あ
げ
て

考
え
て
み
よ
う
。

　
　
一
、
重
要
な
問
題
点
の
指
摘

　
1
　
脳
死
・
臓
器
移
植
は
医
療
技
術
の
先
端
で
生

じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
旧
来
の
医
療
で
は
生
じ
え
な

い
こ
と
で
あ
り
、
一
般
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
同
時

に
人
間
の
欲
求
が
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
た
し
か
め

て
い
る
文
章
と
い
え
る
）

　
2
　
脳
死
の
発
生
と
、
臓
器
移
植
の
要
求
の
発
生

と
は
本
来
別
々
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
移
植
以

外
に
救
い
よ
う
が
な
い
患
者
の
治
療
と
い
う
人
道
上

の
理
由
か
ら
む
す
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
（
脳
死

者
の
臓
器
を
と
ら
れ
る
と
か
、
医
師
の
権
威
が
強
要

す
る
と
か
、
臓
器
を
ほ
し
い
た
め
に
強
引
に
脳
死
に

し
ょ
う
と
し
て
い
る
と
か
い
っ
た
不
安
や
不
信
に
対

し
て
、
そ
の
根
底
が
人
道
的
な
と
こ
ろ
が
ら
は
じ
ま

っ
た
の
で
あ
っ
て
、
医
療
者
も
患
者
・
家
族
も
そ
の

原
点
に
も
ど
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
）

　
3
　
　
（
死
と
は
何
か
に
つ
い
て
生
物
学
的
に
も
哲

学
的
に
も
信
仰
習
俗
的
に
も
、
多
様
な
論
議
が
な
さ

れ
た
跡
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
上
で
）
社
会
的
な
死

と
医
学
的
死
が
議
論
さ
れ
た
が
、
人
の
死
の
基
本
は

”
医
学
的
死
・
生
物
学
的
死
”
に
あ
る
。

　
4
　
死
の
制
定
に
つ
い
て
、
脳
死
と
心
・
肺
・
脳

の
三
徴
候
死
と
の
二
つ
の
概
念
か
ら
併
用
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
に
論
議
さ
れ
る
が
、
脳
死
状
態
は

全
死
亡
率
の
一
％
の
み
で
あ
り
、
大
多
数
は
従
来
通

り
の
三
徴
候
死
で
あ
る
。

　
5
　
脳
死
も
三
徴
候
死
も
「
ヒ
ト
」
と
し
て
の
有

機
的
統
合
体
の
蘇
生
能
力
の
不
可
逆
的
喪
失
点
を
ど

こ
に
み
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
6
　
脳
死
判
定
を
誤
る
こ
と
へ
の
危
惧
（
不
信
　
　
一

感
）
に
対
し
て
、
竹
内
基
準
の
厳
格
な
運
用
と
医
療

体
制
の
確
立
が
あ
れ
ば
確
実
な
も
の
で
あ
る
。

　
7
　
脳
死
段
階
で
の
臓
器
提
供
（
摘
出
）
に
つ
い

て
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の
意
志
を
基
本
と
す
べ
き
で

あ
る
。

　
多
く
の
問
題
点
の
う
ち
か
ら
と
く
に
中
心
的
な
も

の
に
つ
い
て
趣
旨
を
ま
と
め
て
み
る
と
以
上
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。

　
　
二
、
死
を
受
容
す
る
手
続
き

　
人
間
が
死
を
納
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。

　
A
　
死
と
は
何
か
と
言
っ
た
ら
、
仏
教
的
に
は
縁

F　　　　　ド
季．．
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野
・
無
常
・
無
我
な
る
生
命
現
象
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
人
間
の
ご
都
合
（
我
）
を
超
え
た
も
の

　（

ｳ
為
）
で
あ
る
。

　
B
　
そ
の
”
無
為
な
る
命
の
事
実
”
を
”
有
為
な

る
観
念
”
が
受
容
す
る
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
の

死
の
受
容
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
C
　
有
為
が
無
為
を
受
容
す
る
た
め
に
は
そ
れ
な

り
の
手
続
き
と
い
う
か
装
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
人
為
を
超
え
た
死
と
い
う
事
実
を
受
容
す
る
た
め

に
は
人
為
を
超
え
た
ど
こ
ろ
の
人
間
の
あ
り
方
が
必

要
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
義
や
信
頼
や
愛
で
あ
る
。
よ

り
よ
き
死
と
は
天
寿
を
全
う
し
、
闘
病
の
末
に
充
分

な
看
護
に
よ
っ
て
納
得
さ
れ
、
自
然
の
摂
理
と
し
て

承
認
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
納
得
し

か
ね
る
死
と
は
不
条
理
な
非
正
義
な
死
に
方
、
家
族

間
や
医
療
者
と
患
者
家
族
と
の
間
の
不
信
や
憎
し
み
、

看
護
に
お
け
る
不
実
の
疑
い
、
患
者
家
族
の
尊
厳
を

否
定
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
で
あ

る
。　
し
か
も
、
こ
の
構
造
は
日
本
人
の
態
度
の
基
本
と

関
係
し
て
い
る
。
被
害
者
の
死
の
う
け
と
め
方
は
負

い
目
と
む
す
び
つ
い
て
恐
怖
霊
の
方
向
へ
傾
き
や
す

い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
視
点
か
ら
脳
死
問
題
を
見
る
と
、
脳
死
・
臓

器
移
植
と
い
う
よ
う
な
生
命
観
の
ゆ
ら
ぎ
の
と
き
に

は
人
の
環
境
に
よ
っ
て
態
度
は
異
な
っ
て
く
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
和
田
心
臓
移
植
以
来
の
医
師
不
信
は
回
復
し
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

条
件
整
備
に
は
信
頼
の
形
成
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
信
頼
の
形
成
に
は
、
脳
死
判
定
や
、
証
拠
の
保
全
、

臓
器
セ
ン
タ
ー
、
医
療
費
補
助
の
あ
り
方
、
法
の
整

備
、
機
構
の
整
備
な
ど
具
体
的
形
で
信
頼
を
築
き
上

げ
る
努
力
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
勝
島

次
郎
氏
の
七
月
二
九
日
朝
日
新
聞
掲
載
見
解
な
ど
は

こ
の
点
を
つ
い
て
い
る
）

　
小
数
意
見
は
、
一
つ
は
人
権
・
医
療
上
か
ら
権
力

構
造
へ
の
不
信
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
人
間
の
生
命

の
統
合
機
能
を
脳
に
の
み
認
め
る
近
代
的
合
理
主
義

は
人
の
死
で
は
な
い
、
と
す
る
主
張
と
な
っ
て
い
る
。

　
仏
教
の
生
命
観
は
縁
起
観
で
、
四
大
縁
起
や
、
五

慈
縁
起
・
命
根
（
寿
・
媛
・
識
の
縁
起
）
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
心
身
一
如
論
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
生
命
の
縁
起
の
始
源
を
ど
こ
か
に
求
め
る
と
、

業
風
と
か
、
識
の
種
子
と
か
、
中
有
と
い
っ
た
方
向

へ
行
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
・
こ
こ
で
・
自
己
が

主
体
的
に
完
全
燃
焼
（
解
脱
）
し
た
ら
過
去
や
未
来

に
根
拠
を
求
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う
態
度
に
な
る
。

こ
の
態
度
を
支
え
る
も
の
は
信
頼
で
あ
る
。
生
命
の

根
拠
を
対
象
化
す
る
態
度
は
充
足
し
て
い
な
い
場
合

に
多
い
と
い
え
る
。

　
三
徴
候
も
”
不
帰
”
の
点
で
あ
っ
て
完
全
な
死
で

は
な
い
。
脳
死
は
機
械
が
介
入
し
た
上
で
の
脳
の
壊

死
と
い
う
生
命
の
自
然
な
現
象
に
よ
る
不
帰
の
点
を

認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
死
に
つ
つ
あ
る
経

過
の
中
で
の
不
帰
の
点
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
中
間
意
見
を
深
読
み
す
れ
ば
、
①
技
術
的

に
生
じ
た
不
透
明
な
死
と
い
う
状
況
と
、
②
人
道
上

か
ら
つ
な
が
っ
た
問
題
と
、
③
不
帰
の
点
に
お
け
る

現
代
的
状
況
に
対
応
し
た
智
慧
の
必
要
と
、
④
臓
器

の
提
供
は
本
人
の
意
志
に
よ
る
と
い
う
四
つ
を
つ
な

ぐ
形
で
、
こ
の
新
た
な
状
況
に
対
す
る
国
民
の
主
体

的
選
択
と
、
人
間
と
し
て
ど
う
行
動
す
る
か
一
人
ひ

と
り
の
智
慧
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
へ
の
心
の
迷
い
は
小
数
意
見
が

脳
死
に
反
対
し
な
が
ら
移
植
に
賛
成
す
る
と
い
う
矛

盾
に
す
で
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
九
九
二
年
並

申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
「
二

仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お
早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

　
　
　
加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

サ
イ
ズ
定
価

申
込
先

9
×
1
4
㎝

七
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
係
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福
岡
県
仏
総
会
開
催

全
仏
九
州
大
会
を
審
議

　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
（
黒
田
英
之
会
長
）
の
平
成

三
年
度
定
期
総
会
が
、
去
る
七
月
二
十
日
午
後
三
時

か
ら
、
福
岡
市
の
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
。

　
福
岡
県
で
は
、
平
氏
四
年
に
第
三
十
五
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
本
会
か
ら
も
石
上
事
務

総
長
、
野
生
司
社
会
部
長
、
町
田
社
会
部
次
長
が
出

席
し
た
。

　
総
会
は
、
県
内
各
地
か
ら
約
九
十
名
が
出
席
、
黒開かれた福岡県仏総会

田
会
長
導
師
の
も
と
全
員
で
三
帰
依
文
唱
和
に
は
じ

ま
り
、
黒
田
会
長
、
石
上
事
務
総
長
の
挨
拶
に
つ
づ

い
て
、
議
事
に
入
っ
た
。
活
発
な
審
議
の
後
、
上
程

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
最
後
に
九
州
大

会
の
議
事
に
入
り
、
大
会
は
次
の
よ
う
な
日
程
で
開

催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
た
。

　
①
日
時
　
平
成
四
年
九
月
中
旬

　
②
会
場
　
北
九
州
市
・
厚
生
年
金
ホ
ー
ル

　
③
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場

　
　
　
　
　
福
岡
市
・
ホ
テ
ル
日
航
福
岡

　
④
基
調
講
演
講
師
　
参
議
院
議
員
・
矢
代
英
太
氏

　
な
お
、
第
三
十
五
回
大
会
は
九
州
大
会
と
い
う
こ

と
で
、
九
州
に
お
け
る
県
仏
教
会
が
未
組
織
の
県
に

も
、
組
織
強
化
並
び
に
大
会
へ
の
参
加
を
働
き
か
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
総
会
に
は
宮
崎
県
か
ら
関

係
者
が
二
名
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
い
た
。

　
大
会
の
具
体
的
な
日
程
等
は
、
決
定
し
だ
い
本
誌

上
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

美
事
　
塑
局
懲
録
藪
≦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
八
月
－

　
　
二
日
　
ル
ン
ビ
日
量
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

　
　
四
日
　
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
四
周
年
記
念
式
典
出
席

　
　
七
日
　
同
和
委
員
会
・
同
和
研
究
会

　
　
入
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

二
十
二
～
二
十
三
日
　
囲
碁
大
会

二
十
八
日
　
事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会

二
十
九
日
目
宗
教
法
制
研
究
会
出
席

芝
原
　
郷
音
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

七
月
十
六
日
、
七
十
入
歳
で
遷
化

元
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務

元
本
願
寺
築
地
別
院
輪
番

め
り
も
う
ら
ら
モ
ら
ら
う
き
ら
ち
う
る
ら
ら
ら
ら
う
も
う
ら
ら
も
う
も
う
ち
う
ら
う
も
ら
も
が

”
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や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
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